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要旨（A4 一枚を目安に要旨をご作成お願いいたします。） 

マイクロ波放射計による降水推定については、地上降水強度の検証はこれまで多くの研究が行

われてきたものの、降水鉛直分布の推定可能性については十分な検討が行われてこなかった。 

本研究では発表者らが開発を行っている Emissivity Principal Components (EPC) algorithm

と NASA の Goddard profiling algorithm (GPROF) (Version 5)の二つの放射計アルゴリズムに

より推定された降水鉛直分布について、その推定精度の検証を行うとともに、鉛直降水分布と地

上降水強度の推定精度の関係についても検討を行った。 

GPM radar-radiometer combined algorithm product (2B-CMB)による降水鉛直分布と比較

すると、EPC アルゴリズムは中・高緯度地域で鉛直平均の降水量（降水粒子大の凝結水量）を

20%-50%過小評価していた。また GPROF は中・高緯度地域で 20%-50%の過大評価、熱帯域で

は 50%以上の過大評価であった。一方、降水の鉛直分布の形についてはその季節・領域平均の

特徴を両アルゴリズムとも良く表現していた。 

降水鉛直分布と地上降水強度の推定精度の関係についても解析を行ったところ、降水鉛直分布

の推定誤差と地上降水強度の推定誤差には明確な関係が認められた。これは鉛直降水分布を精度

良く推定しているケースでは、地上降水量も精度良く推定できていることを示している。 
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